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１．「心変わり」の原因は？？？

◇どうして今？…“非公式”接触

◇「新用途」提案というけれど

◇「ダム事業等再検証」の「検討の場」にどう臨むつもり？

従来計画で「継続」を容認するのか？

計画を「新用途」に変えなければ容認しないというのか？



（１）2009年5月15日、その前とあと

２．2009年に起こったこと



（２）法令に基づく撤退負担金はゼロ円

２．2009年に起こったこと



（３）愛知県、名古屋市副市長、水資源機構（＆中部地整）の包囲網

2009.7.10 副副会議（3県副知事＋名古屋市副市長）資料

２．2009年に起こったこと



（４）2009.8.2「公開討論会」上下水道局資料
① 副知事・副市長会議資料を引用

２．2009年に起こったこと



（４）2009.8.2「公開討論会」上下水道局資料
② 「撤退負担金111億円」に化ける

２．2009年に起こったこと



（５）トーンダウンして忘却の彼方へ・・・

① 2009年9月に就任した前原誠司国交大臣に丸投げ → 「凍結」

② 2010年､「ダムに頼らない治水」という名のダム等「再検証」８３事業の一つに

・・・殆どが「継続（＝GOサイン）」

（国が関与する事業で）木曽川水系連絡導水路事業が、唯一、結論が出ていない。

∵徳山ダムの水を「導水」する事業は、どこも「必要」としていない

そう遠くないうちに開かれる｢検討の場」で、名古屋市はどう臨むのか？

２．2009年に起こったこと



3．「新用途」提案というけれど－1



3．「新用途」提案というけれど－2

①②は従来計画の範疇
（①には50億円の「直接取水」用の施設費を投入するという）

③を「恒久的」に行うなら計画変更が必要・・・実現性は？

・水道用水源水を堀川の掃除に使う・・・水道料金はどうなる？
（一般会計に付け替えるとすると税金はどうなる？）

・３県及び国交省と粘り強く交渉する力（問題の所在の理解力、支える
人材）はあるのか？

結局は「目眩まし」にすぎないことになるのでは？



４．今こそ「損切り」の英断を

•要らない徳山ダムに注ぎ込んだ700億円を「有効に」使うた
めに、さらに130億円を突っ込むことが、市民の税金を無駄
にしないことになるのか？

•要らないものを造ってしまった失敗を、失敗としてきちんと
認め、過ちを繰り返さないことが肝心。

•無駄に無駄を重ねるな、「損切り」を断行するしかない

•本体着工前に、現在の事業実施計画からの正式「撤退」を！
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